






















SISのDistance Learningの特徴
◯全ての授業でGoogle Classroomを活用
・課題の配信や提出箇所を統一化するため

◯様々な授業スタイル
・教科の特性を生かしたオンライン以外の学習スタイルを組み合わせ
・同期型と非同期型の使い分け
・協働的に学習を進める際にはChat機能を用いたグループ活動などが多くの
　授業で見受けられた

◯情報の共有
特に中学生に対しては、保護者が生徒の取り組み状況を把握できるようにし
（Guardian Summary）、学習状況の見える化を図った。



授業以外にオンライン上で行ったもの
・職員会議や各分掌会議などの会議全般
・面談（二者面談・三者面談）
・学校説明会
・入試（面接あり）
・学園祭（FILM FESTIVAL）
・学校全体での取り組み
（Rainbow Week, Earth Week）
・生徒会
・部活動
    etc…


